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沖
永　

明
久 
議
員
《
市
民
連
合
》

予
算
編
成
過
程
の公

開
・
透
明
化
を

木
村　

正
博 
議
員
《
公
明
党
》

小
・
中
学
校
に
お
け
る

死
の
準
備
教
育
へ
の
取
り
組
み
を

　

飛
田　

昭 
議
員
《
市
政
ク
ラ
ブ
》

公
共
施
設
で
の
電
気
自
動
車

蓄
電
池
の
再
利
用
を
！

安
海　

の
ぞ
み 
議
員
《
神
奈
川
ネ
ッ
ト
》

災
害
弱
者
の
た
め

福
祉
避
難
所
の
指
定
を
再
度
提
案
！

を
強
め
て
い
ま
す
。
本
市
で
の
条

例
制
定
に
つ
い
て
伺
い
ま
す
。

　

市
長　

地
方
自
治
で
は
最
小
の

経
費
で
最
大
の
効
果
を
上
げ
る
よ

う
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。一
方
で
、

　

今
定
例
会
に
上
程
さ
れ
て
い
る

座
間
市
暴
力
団
排
除
条
例
に
つ
き

ま
し
て
、
私
は
こ
の
条
例
に
つ
い

て
、
そ
の
趣
旨
、
市
民
が
安
全
で

安
心
し
て
暮
ら
す
こ
と
の
で
き
る

社
会
の
構
築
、
と
い
う
理
念
自
体

に
は
賛
意
を
持
っ
て
い
ま
す
。

　

し
か
し
、
私
が
最
も
懸
念
し
て

い
る
こ
と
は
、
こ
の
条
例
の
拡
大

解
釈
に
よ
る
恣
意
的
運
用
で
す
。

第
５
条
に
あ
り
ま
す
「
市
民
は
暴

力
団
排
除
に
積
極
的
な
役
割
を
果

た
す
よ
う
努
め
る
」
と
あ
る
こ
と

を
根
拠
に
、
市
民
が
不
当
な
協
力

を
要
求
さ
れ
る
可
能
性
も
捨
て
き

れ
ま
せ
ん
。
不
当
な
要
求
の
さ
れ

る
こ
と
が
な
い
よ
う
、
恣
意
的
な

運
用
を
回
避
す
る
た
め
に
も
、
第

５
条
の
文
言
を
「
市
民
は
基
本
理

念
に
の
っ
と
り
行
動
す
る
」
と
変

更
す
る
こ
と
を
提
言
さ
せ
て
い
た

だ
き
ま
す
。

　

条
例
の
文
言
を
訂
正
し
、
再
度

上
程
す
る
と
い
う
考
え
が
あ
る
の

か
ど
う
か
に
つ
い
て
所
見
を
伺
い

た
い
と
思
い
ま
す
。

　

市
民
部
長　

第
５
条
に
つ
い
て
、

市
民
が
積
極
的
な
役
割
を
果
た
す

　

先
般
９
月　

日
、
市
教
育
委
員

２８

会
か
ら
小
・
中
学
校
保
護
者
あ
て

に
「
震
度
５
以
上
の
地
震
に
対
す

る
学
校
の
対
応
に
つ
い
て
」
と
い

う
お
知
ら
せ
が
配
ら
れ
ま
し
た
。

そ
の
内
容
は
、
本
市
で
震
度
５
以

上
の
地
震
が
発
生
し
た
場
合
の
対

応
の
基
準
と
な
る
も
の
で
し
た
。

　

こ
の
お
知
ら
せ
が
９
月
の
下
旬

に
配
布
さ
れ
た
と
い
う
こ
と
に
、

私
と
し
て
は
「
時
間
が
か
か
り
過

ぎ
で
は
？
ち
ょ
っ
と
遅
く
は
な
い

で
す
か
？
」
と
い
う
の
が
率
直
な

気
持
ち
で
あ
り
ま
す
の
で
当
局
の

見
解
を
求
め
ま
す
。

　

教
育
長　

保
護
者
に
引
き
渡
し

を
す
る
基
準
を
本
市
は
震
度
５
以

上
の
地
震
と
す
る
こ
と
に
つ
い
て

は
、
７
月
中
に
は
決
定
し
て
い
ま

し
た
が
、基
準
は
決
め
ら
れ
て
も
、

責
任
を
も
っ
て
児
童
・
生
徒
を
保

護
で
き
る
よ
う
に
き
ち
ん
と
環
境

整
備
を
し
た
後
に
学
校
、
保
護
者

に
通
知
す
べ
き
と
考
え
ま
し
た
。

　

具
体
的
に
は
食
料
と
飲
料
水
、

毛
布
の
確
保
に
関
す
る
環
境
整
備

に
時
間
を
要
し
ま
し
た
。
こ
の
環

境
整
備
が
整
い
、
最
終
的
に
は
小

学
校
と
中
学
校
が
足
並
み
を
そ
ろ

え
る
た
め
に
保
護
者
へ
通
知
す
る

よ
う
９
月　

日
と
決
定
さ
せ
て
い

２８

た
だ
き
ま
し
た
。
さ
ら
に
、
市
Ｐ

Ｔ
Ａ
連
絡
協
議
会
に
も
事
前
に
確

認
を
行
い
、
こ
れ
ら
の
準
備
を
す

べ
て
整
え
る
の
に
時
間
を
要
し
た

も
の
で
す
。

　

子
供
の
う
ち
か
ら
の
死
の
準
備

教
育
へ
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
伺

い
ま
す
。

　

欧
米
の
小
・
中
学
校
で
は
、
死

の
準
備
教
育
を
行
っ
て
い
ま
す
。

人
間
は
い
つ
か
は
死
ぬ
ん
だ
と
い

う
こ
と
を
、
教
材
を
使
っ
た
り
話

し
合
わ
せ
た
り
し
て
、
子
供
の
う

ち
か
ら
教
え
て
い
る
と
聞
き
ま
す
。

上
智
大
学
名
誉
教
授
で
あ
る
ド
イ

ツ
人
の
ア
ル
フ
ォ
ン
ス
・
デ
ー
ケ

ン
先
生
は
、
早
く
か
ら
死
の
準
備

教
育
を
す
る
大
切
さ
に
つ
い
て
熱

心
に
語
っ
て
い
ま
す
。
日
本
に
も

臨
終
（
死
）
の
こ
と
を
習
っ
て
か

ら
、
他
事
（
ほ
か
の
こ
と
）
を
習

い
な
さ
い
と
い
う
格
言
が
鎌
倉
時

代
か
ら
あ
り
ま
す
。

　

私
も
、
命
に
は
限
り
が
あ
る
こ

と
を
感
受
性
豊
か
な
子
供
た
ち
が

知
る
と
い
う
こ
と
は
、
心
の
発
育

の
上
で
も
と
て
も
大
事
な
こ
と
だ

と
思
い
ま
す
。
我
が
国
に
お
い
て

も
、あ
る
い
は
本
市
に
お
い
て
も
、

副
読
本
等
を
使
用
し
て
教
育
を
行

っ
て
い
く
必
要
が
あ
る
と
思
い
ま

す
が
、
所
見
を
伺
い
ま
す
。

　

教
育
長　

学
校
で
は
、
児
童
・

生
徒
の
発
達
段
階
に
応
じ
て
、
命

の
大
切
さ
に
つ
い
て
道
徳
等
で
取

り
組
ん
で
お
り
ま
す
。
道
徳
で
使

用
す
る
副
教
材
を
選
定
す
る
際
に

は
、
生
と
死
の
教
育
を
扱
っ
て
い

る
と
い
う
こ
と
も
重
要
な
視
点
の

一
つ
と
し
て
配
慮
し
て
い
き
た
い

と
思
い
ま
す
。

（
４
面
か
ら
続
く
）

労
働
者
の
最
低
制
限
賃
金
を
契
約

に
反
映
さ
せ
る
と
い
う
こ
と
に
は

議
員
と
同
感
で
す
。
条
例
制
定
に

つ
い
て
は
神
奈
川
県
及
び
他
の
自

治
体
な
ど
と
歩
調
を
合
わ
せ
て
取

り
組
み
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

　

予
算
の
編
成
過
程
に
つ
い
て
、

各
部
へ
の
予
算
の
配
分
額
、
各
部

の
要
求
額
を
公
表
す
べ
き
と
考
え

ま
す
が
、
ど
う
か
。
ま
た
、
市
長

査
定
、
財
政
担
当
部
課
長
査
定
の

結
果
を
公
表
す
べ
き
と
考
え
ま
す

が
、
ど
う
か
。
さ
ら
に
市
長
査
定

前
に
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
で
市

民
に
意
見
を
聞
く
べ
き
だ
と
思
い

ま
す
が
見
解
を
求
め
ま
す
。

　

市
長　

予
算
編
成
過
程
は
非
常

に
流
動
的
で
あ
り
ま
す
の
で
、
慎

重
に
取
り
扱
わ
な
け
れ
ば
な
り
ま

せ
ん
。
公
表
に
つ
い
て
は
考
え
て

い
ま
せ
ん
。

　

財
政
部
長　

パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ

ン
ト
に
つ
い
て
は
、
公
表
自
体
を

考
え
て
い
ま
せ
ん
の
で
、
考
え
は

持
ち
え
て
お
り
ま
せ
ん
。
査
定
段

階
の
数
字
を
公
表
す
る
こ
と
に
よ

っ
て
誤
解
の
生
じ
る
懸
念
が
あ
る

と
思
っ
て
い
ま
す
。

【
再
質
問
】　

予
算
の
編
成
過
程

が
流
動
的
で
あ
る
の
は
当
た
り
前

の
話
。
市
の
す
べ
て
の
事
業
は
予

算
に
盛
り
込
ま
れ
ま
す
。
予
算
と

は
民
主
主
義
に
基
づ
い
て
財
政
を

決
定
す
る
こ
と
で
す
。
予
算
の
編

成
過
程
を
公
開
・
透
明
化
し
、
多

く
の
市
民
の
声
を
聞
く
こ
と
が
必

要
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　

市
長　

公
開
が
さ
れ
て
い
る
自

治
体
も
あ
る
こ
と
は
承
知
し
て
お

り
ま
す
。
議
員
か
ら
の
ご
提
言
と

し
て
受
け
止
め
、
今
後
研
究
を
進

め
て
ま
い
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

日
産
自
動
車
が
、
電
気
自
動
車

「
リ
ー
フ
」
の
電
池
を
建
物
の
蓄

電
池
に
転
用
す
る
実
験
を
始
め
た

と
い
う
記
事
に
よ
る
と
、
東
日
本

大
震
災
の
発
生
後
、
非
常
用
の
蓄

電
池
に
注
目
が
集
ま
っ
て
お
り
、

将
来
は
中
古
の
車
両
搭
載
電
池
を

使
う
こ
と
も
検
討
す
る
と
の
こ
と

で
す
。

　

現
在
、
蓄
電
池
の
再
利
用
実
験

が
行
わ
れ
て
お
り
ま
す
が
、
実
験

結
果
を
見
た
中
で
、
本
市
の
将
来

計
画
と
し
て
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ

ン
タ
ー
や
公
民
館
な
ど
市
内
の
公

共
施
設
を
蓄
電
モ
デ
ル
施
設
と
し

て
計
画
さ
れ
る
こ
と
に
対
し
、
市

長
の
所
見
を
伺
い
ま
す
。

　

市
長　

新
た
な
エ
ネ
ル
ギ
ー
基

本
政
策
の
中
で
の
蓄
電
モ
デ
ル
施

設
計
画
や
公
共
施
設
へ
の
導
入
等

に
つ
い
て
、
今
後
の
可
能
性
に
つ

い
て
も
十
二
分
に
見
て
い
く
必
要

は
あ
ろ
う
と
思
い
ま
す
。
ま
た
、

恐
ら
く
こ
の
蓄
電
と
い
う
考
え
方

と
い
う
も
の
が
、
こ
れ
ほ
ど
ま
で

に
電
池
の
性
能
が
向
上
し
て
き
ま

す
と
、
過
去
と
は
違
っ
た
価
値
と

い
う
も
の
を
創
造
す
る
可
能
性
が

あ
る
と
思
い
ま
す
。
そ
れ
に
つ
い

て
は
十
二
分
に
注
視
を
し
な
が
ら
、

行
政
と
し
て
も
し
っ
か
り
と
施
策

に
反
映
さ
せ
る
こ
と
、
そ
し
て
、

三
枝　

浩
樹 
議
員

暴
力
団
排
除
の
名
の
も
と
に

▽　
　

月　

日　

開
会
、
会
期
決
定
、

１１

２４

会
議
録
署
名
議
員
指
名
、
議
案
上
程
・

委
員
会
審
査
報
告
・
質
疑
・
討
論
・
採

決
、
議
案
上
程
・
提
案
説
明
・
質
疑
・

委
員
会
付
託
省
略
・
討
論
・
採
決
、
議

案
上
程
・
提
案
説
明
・
総
括
質
疑

▽　
　

月　

日　

議
案
上
程
・
総
括
質

１１

２５

疑
・
委
員
会
付
託
、
陳
情
上
程
・
委
員

会
付
託
、
報
告
上
程
・
質
疑
、
議
員
提

出
議
案
の
撤
回

▽　
　

月
１
日　

一
般
質
問

１２

▽　
　

月
２
日　

一
般
質
問

１２

▽　
　

月
５
日　

一
般
質
問
、
議
案
上

１２

程
・
提
案
説
明
・
質
疑
・
委
員
会
付
託

▽　
　

月　

日　

議
案
上
程
・
委
員
会

１２

１９

審
査
報
告
･
質
疑
・
討
論
・
採
決
、
継

続
審
査
案
件
上
程
、
基
地
対
策
特
別
委

員
会
中
間
報
告
・
質
疑
、
所
管
事
務
調

査
の
報
告
・
質
疑
、
議
案
上
程
・
提
案

説
明
・
質
疑
・
委
員
会
付
託
省
略
・
討

論
・
採
決
、議
員
派
遣
に
つ
い
て
上
程
、

議
員
提
出
議
案
上
程
・
提
案
説
明
・
質

疑
・
委
員
会
付
託
省
略
・
討
論
・
採
決
、

特
別
委
員
会
委
員
の
選
任
、
議
員
提
出

議
案
上
程
・
（
提
案
説
明
・
質
疑
・
委

員
会
付
託
・
討
論
）
省
略
・
採
決
、
閉

会
　

な
お
、
討
論
、
質
疑
、総
括
質
疑
は
、

次
の
議
員
が
行
い
ま
し
た
。

　

討
論
（　

月　

日
）

１１

２４

　

沖
永
明
久
（
市
民
連
合
）
、
飛
田
昭

（
市
政
ク
ラ
ブ
）
、
守
谷
浩
一
（
日
本

共
産
党
）
、
伊
田
雅
彦
（
政
和
会
）
、

牧
嶋
と
よ
子
（
神
奈
川
ネ
ッ
ト
）
、
上

沢
本
尚
（
公
明
党
）

　

議
案
第　

号
に
対
す
る
質
疑
（　

月

８１

１１

　

日
）

２４
　

中
澤
邦
雄
（
日
本
共
産
党
）

　

総
括
質
疑
（　

月　

日
）

１１

２４

　

稲
垣
敏
治
（
公
明
党
）

　

総
括
質
疑
（　

月　

日
）

１１

２５

　

長
谷
川
光
（
政
和
会
）、
飛
田
昭（
市

政
ク
ラ
ブ
）
、
柏
木
育
子
（
日
本
共
産

党
）、
安
海
の
ぞ
み（
神
奈
川
ネ
ッ
ト
）、

竹
市
信
司
（
市
民
連
合
）

　

討
論
（　

月　

日
）

１２

１９

　

安
海
の
ぞ
み
（
神
奈
川
ネ
ッ
ト
）
、

稲
垣
敏
治
（
公
明
党
）、
竹
市
信
司（
市

民
連
合
）
、
伊
藤
正
（
政
和
会
）
、
中

澤
邦
雄
（
日
本
共
産
党
）
、
池
田
徳
晴

（
市
政
ク
ラ
ブ
）

本本
会会
議議
のの
概概
要要

そ
う
い
っ
た
部
分
で
の
産
業
の
育

成
と
い
う
も
の
に
つ
い
て
対
応
を

図
っ
て
い
く
必
要
が
あ
ろ
う
か
と

思
い
ま
す
。

よ
う
努
め
る
と
い
う
表
現
に
つ
い

て
の
危
惧
で
す
が
、
こ
れ
は
義
務

を
課
す
と
い
う
よ
り
は
、
あ
く
ま

で
任
意
に
協
力
を
お
願
い
す
る
と

い
う
こ
と
で
す
。
条
文
に
つ
い
て

提
言
を
い
た
だ
き
ま
し
た
が
、
こ

の
表
現
で
ご
理
解
い
た
だ
き
た
い

と
思
い
ま
す
。

　

避
難
所
開
設
訓
練
は
市
主
催
や

市
民
グ
ル
ー
プ
に
よ
る
宿
泊
体
験

型
で
行
わ
れ
て
き
ま
し
た
。
こ
の

よ
う
な
訓
練
は
す
べ
て
の
指
定
施

設
で
行
わ
れ
る
べ
き
と
考
え
ま
す

が
、
今
後
の
計
画
を
伺
い
ま
す
。

　

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
や
公

民
館
は
比
較
的
バ
リ
ア
フ
リ
ー
化

が
進
ん
で
い
ま
す
の
で
、
災
害
弱

者
と
言
わ
れ
る
方
々
に
視
点
を
向

け
た
開
設
訓
練
を
行
う
必
要
性
を

強
く
感
じ
ま
す
。
そ
の
近
隣
の
障

が
い
者
事
業
所
や
高
齢
者
施
設
と

連
携
し
訓
練
す
る
こ
と
で
減
災
に

つ
な
げ
ら
れ
る
と
考
え
ま
す
。
以

前
に
も
そ
の
対
応
に
つ
い
て
、
学

校
で
は
体
育
館
以
外
に
保
健
室
ほ

か
一
般
教
室
を
障
が
い
特
性
に
応

じ
た
避
難
室
と
し
て
設
定
す
る
こ

と
や
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

を
福
祉
避
難
所
指
定
す
る
な
ど
の

提
案
を
し
て
き
ま
し
た
。
災
害
時

要
支
援
者
が
優
先
し
て
利
用
で
き

る
避
難
所
を
あ
ら
か
じ
め
指
定
し
、

地
域
住
民
に
周
知
す
る
こ
と
が
重

要
で
す
。
改
め
て
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

セ
ン
タ
ー
及
び
公
民
館
の
福
祉
避

難
所
指
定
へ
の
見
解
を
伺
い
ま
す
。

　

市
民
部
長　

訓
練
は
す
べ
て
の

施
設
で
実
施
し
て
い
く
必
要
性
が

あ
り
、
計
画
的
に
順
次
進
め
て
い

き
た
い
と
考
え
ま
す
。
災
害
発
生

時
に
は
近
く
の
避
難
所
に
速
や
か

に
避
難
し
て
い
た
だ
き
ま
す
の
で
、

災
害
弱
者
も
健
常
者
も
一
緒
に
避

難
す
る
よ
う
な
形
に
な
り
ま
す
。

伊
田　

雅
彦 
議
員
《
政
和
会
》

「
震
度
５
以
上
の
地
震
に
対
す
る
学
校
の
対
応
に

つ
い
て
」　

通
知
に
時
間
が
か
か
り
過
ぎ
で
は
？


